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NPO法人国頭ツーリズム協会 

「やんばる学びの森」特集 
村内行事紹介 
これからも大切にしたい郷里の祭事 
◎ショウグァチ(１月１日) 

トゥシンユルが近づくと、掃除や正月の
料理作りでどこの家も大忙し。正月になる
とお年賀とお年玉袋をもって親戚まわり
に生年祝いと、とかく年末年始はいそがし
い。最近のスーパーで、正月料理をはじめ
ジューロクニチー、シーミーなどの行事に
合わせてオードブルが売られる様になっ
たのも、準備の大変さを表しているのかも
しれません。この正月料理、昔はどうして
いたのでしょうか？昔は、海の幸、山の幸、
自分たちで手に入る食材を使った料理を
作ります。その内容はマーヤムン、タフ、
トウフ、クブ、シシと今でも一般的に食べ
られるものとフシカブのチーイリチャー、
サバソージリ、紅白のナントゥーなども作
られました。特にシシは「アッチャー ソ
ーグァチヤイビンドー シシブニ クイ
ワティ ギシギシ ナラスンドー」と言う
ように歌ったほど、子どもたちにとって楽
しみの一つであった様です。このシシ、つ
ぶした１頭を４件の家で分けて、正月に食
べる分以外は保存食として塩漬けにし、カ
マスに巻いたりカメに入れたりしながら
半年近く食べていたようです。豚の解体か
ら塩漬けまで、やはり昔のお母さんたちの
ほうが大変であった様です。 
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あけまして 
おめでとうございます 

新年早々１月２日「安波学びの森」ネイチャートレイル予定地を散策しました。 
鳥のさえずりを聞きながらのツリートップテラスから見る樹冠の輝き、沢沿い観察
テラスの林層、ホタル池の愉快なイモリ達、改めて私達の宝であるヤンバル国頭の
森の豊かさを感じ、この貴重な自然環境を守りながら、この地でしかできない環境
学習拠点作りにつなげていく必要性を感じました。 

２００７年 新年明けましておめでとうございます。 
今年も村内外の人材育成講座を始め、ＪＩＣＡ研修受け入れ、パートナーシップ事
業、プログラム開発等の事業を通し、持続可能な地域づくりを目指して役員を始め、
事務局、スタッフ一同、地道にしっかりと積み重ねていきます。本年もＫＵＴＡに
対するご理解、ご協力、ご指導の程よろしくお願い致します。 

                         
 

 

平成１９年新年号 

安波クイナ湖 湖畔整備事業 

平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年４４４４月月月月    やんばるやんばるやんばるやんばる学学学学びのびのびのびの森森森森        
「「「「遊遊遊遊びのびのびのびのゾーンゾーンゾーンゾーン」」」」    オープンオープンオープンオープン    

KUTA 代表理事  
山川安雄 

「ここは、やんばる学びの森。この森は
ちょっと変わっていて、ぼくのお気に入
りなんだ。今日は学校の移動教室で、ク
ラスのみんなと森の生き物観察にきた。
移動教室でくるのは３回目。最初はカヌ
ーにのって森を探索し、前回はぼくらの
まちに送られてくる水の水源について
調べたんだ。この森は探検したり、観察
するだけじゃなくて、いろんな人たちも
学びにきているから、地元の人や研究者
に聞いたりすることもできるんだよ。そ
してここで発見したことを学校にもど
ってからもっと考えたり、まとめたり、
本当にいろんなことがわかってくる。今
日はどんな発見が出来るか楽しみだ！」 
（やんばる学びの森パンフレットより掲載） 
 

平成 17 年度より、KUTA は、国頭村役場振興策推進室の進
める「やんばる学びの森構想」をパートナーシップ事業として位
置付け、施設全体のコンセプトづくりを始めネイチャートレイル

やミニビジターセンター、ここで提供するプログラム等について
コンサルタントしてまいりました。本事業の「遊びのゾーン」が
今年４月オープンを向かえるにあたり、KUTA は施設の運営に

携わる予定です。今号では、この「やんばる学びの森」を特集に
取り上げ、施設を皆様に紹介したいと思います。 

施設は 1995 年の SACO 合

意により一部返還された北部訓
練場（村有地）を、新たな開発を
伴わないよう、ダム建設時に開発
された跡地を活用して整備され
ました。自然観察路の樹木の伐採
も最小限に抑えられる人力で出

来る工法を採用し、使用する建設
資材も天然資材を前提に地元の
資材を優先して使用しています。 

今号はカラー版でお届けします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Let's save Yambaru  for the future 

やんばるやんばるやんばるやんばる学学学学びのびのびのびの森森森森    遊遊遊遊びのびのびのびのゾーンゾーンゾーンゾーン    Ｑ＆ＡＱ＆ＡＱ＆ＡＱ＆Ａ    
今年の４月にオープンするやんばる学びの森を担当している国頭村役場振興策推進室 大城靖さんから施設について分かりやすく

Ｑ＆Ａで答えていただきました。 
                 ※「やんばる学びの森」についてのお問い合わせは国頭村役場振興策推進室 0980-41-2101  大城まで。 

内容で代表理事山川安雄が発表しました。２日
目はやんばる学びの森で、施設の概要と行政の

取り組み、KUTA を含めた民間とのパートナー
シップの説明ガイドォークを実施しました。 

◆◆◆◆ NPO NPO NPO NPO 月間月間月間月間 2007200720072007        
２月４～３月４日までNPO月間2007が開

催され、KUTA も含め県内 46 団体が参加しま
す。オープニングイベントの「出会い市」は２

月４ 日沖国 大体育 館で開かれ （ 10:00～
17:00）KUTA も展示、体験ブースを設置す
る予定です。みなさんぜひ遊びに来て下さい。 

◆◆◆◆ JICA JICA JICA JICA 留学生留学生留学生留学生セミナーセミナーセミナーセミナー受受受受けけけけ入入入入れれれれ 
日本各地の大学で学ぶ開発途上国の若手研

究者や南米の日系人を対象としたグループ研

修（独立行政法人国際協力機構（JICA）沖縄国
際センター(OIC)より KUTA が受託）を３月３
～10 日の日程で実施します。他、１月 29～

30 日、２月 19～20 日にも国別、地域別の研
修生受け入れを予定しています。 

Ｋ Ｕ Ｔ ＡＫ Ｕ Ｔ ＡＫ Ｕ Ｔ ＡＫ Ｕ Ｔ Ａ のののの 活 動 紹活 動 紹活 動 紹活 動 紹 介介介介    

◆◆◆◆    インタープリターズキャンプインタープリターズキャンプインタープリターズキャンプインタープリターズキャンプ参加参加参加参加    
（財）キープ協会が実施しているキープ・フ

ォレスターズ・スクール「第６回インタープリ

ターのための体験学習法セミナー」（11 月 3
日～5 日）に KUTA 事務局の久高将洋が参加
しました。セミナーは、「人と関わる力を身に

つけよう」のテーマで実施されました。 

◆◆◆◆    日本環境教育日本環境教育日本環境教育日本環境教育フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム清里清里清里清里ミーミーミーミー
ティングティングティングティング 2006200620062006 参加参加参加参加    

（社）日本環境教育フォーラム主催の清里ミ
ーティング（11 月 18～20 日）が山梨県立自
然ふれあいセンター （財）キープ協会で実施

され、KUTA 代表理事の山川安雄が参加しまし
た。 

◆◆◆◆    名桜大学公開講座名桜大学公開講座名桜大学公開講座名桜大学公開講座    
「やんばるの自然とエコツーリズムを通じ

た学び」をテーマに開かれた名桜大学公開講座
の講師を KUTA がつとめました。公開講座は
３日間（12 月 16～17,23 日）行われ、１日
目の３つの講義の内の１つを「地域資源の持続
的な利活用を目指した地域作りの取り組み」の 

◆◆◆◆    人材育成講座報告人材育成講座報告人材育成講座報告人材育成講座報告    
人材育成講座は、昨年までに 14 回を終えま

した。これまで、地域資源の調査の仕方やまと

め方、フィールドワークや観察会、地域の先輩
方のお話を通して改めて、個々の地域資源につ
いての学びを行いました。11 月には東京都奥

多摩のビジターセンター「山のふるさと村」チ
ーフインタープリターの田畑伊織さん（自然環
境教育センター勤務）を迎え、インタープリテ

ーションの指導者体験を持つことを目的とし
た２回目の宿泊学習を実施しました。のこり後
半の講座では、さらに地域資源の調査を進め、

調査したことをシートにまとめていくことと、
自分でプログラムを作り、実施することを３回
目の宿泊学習で学びます。 

◆◆◆◆    第第第第５５５５回国頭村回国頭村回国頭村回国頭村かかしかかしかかしかかし祭祭祭祭りりりり    
今回で５回目となる国頭村かかし祭りを 11

月 11～26 日にかけて実施しました。34 体

のかかしが出品され、かかし祭り大賞には奥間
小学校の「登校団」が選ばれました。出品者の
みなさんありがとうございました。 

とても暑かったり、寒くな
ったり、皆さん風邪ひかな
いように用心して下さい。 

ＱＱＱＱ１１１１    どのどのどのどの様様様様ななななコンセプトコンセプトコンセプトコンセプト（（（（目的目的目的目的））））でででで計画計画計画計画されたものですかされたものですかされたものですかされたものですか？？？？    
Ａ１ 貴重なヤンバル・国頭の自然を通して、環境と人間のかかわりを楽し
く学び、訪れる人々と知恵と情報を共有しネットワークを作ることにより、
持続可能な地域、持続可能な暮らしのための知恵と技術と行動力を育んでい
く事を目的とした施設です。 

ＱＱＱＱ２２２２    どのどのどのどの様様様様なななな施設施設施設施設がありますかがありますかがありますかがありますか？？？？    
①様々な視点から動植物に接することの出来るネイチャートレイル 
②ゆったりとしたスペースの中で過ごせるキャンプ場（オートキャ

ンプサイト２４箇所、シャワー室、団体用炊飯棟等） 
③子供たちが思いっきり汗を流せるアスレチック広場 
④自然の中で自然を食せるカフェ 
⑤やんばるの自然と季節毎のトピックをわかりやすく展示し情報を

提供するミニビジターセンター。ガイドが常駐しているので解ら
ないこと、不思議に思ったことなど教えてもらえるよ！ 

 

Ｑ３ どんな体験が出来ますか？ 
○来訪者だけでも楽しめる体験 

キャンプ、オートキャンプの他、セルフガイドシートやレン
タルボックス（自然を楽しむための道具が入っている）を使っ
て自然散策が楽しめます。 
○ガイドや指導者といっしょに楽しむ体験 

ガイドによる自然解説、カヌー体験、川遊び、森のクラフト
体験、星空観察、火おこし体験などの他、学校、一般向けに自
然を楽しく学ぶ「環境教育プログラム」を提供します。 

 
ヤンバルクイ
ナの足跡発見 

まずはフィールドセンタ
ーに立ち寄り、季節の情報
を仕入れよう！ゆっくり
くつろげるカフェもある
よ。 
 

ネイチャートレイル、大きな
カシの木の樹冠（木のてっぺ
ん）を観察する高さ 20ｍの
ツリートップテラスや吊り
橋もあるよ！ 
 

やんばるのカエルや、 
シリケンイモリなどの
両生類の他水生昆虫な
どが観察できるよ。 
 

オートキャンプ場、トイレ・
シャワー棟、炊飯棟、隣には
アスレチック広場もありま
す。 
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